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組
合
員
の
皆
様
、コ
ロ
ナ
禍
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
記

録
的
な
梅
雨
が
明
け
た
と
思
っ

た
ら
、
猛
烈
な
暑
い
夏
と
な
り

ま
し
た
。
マ
ス
ク
着
用
、
息
苦

し
い
で
す
が
、
お
互
い
感
染
防

止
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

政
府
は
、
八
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
あ
っ
た
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
（
ト
ラ
ブ

ル
）
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を

七
月
に
前
倒
し
、
東
京
都
を
除

く
全
国
で
強
行
（
凶
行
）
し
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
が
続
く
中
、

収
ま
る
ま
で
先
延
ば
し
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
命
よ

り
経
済
優
先
で
す
か
ね
？

自
分
は
、
高
齢
者
種
族
に
当

た
り
コ
ロ
ナ
で
は
重
症
化
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
と
こ
ろ
仕
事
帰
り
に
は
「
チ

ョ
ッ
ト
一
杯
（
い
つ
ぱ
い
）
」

と
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

斜
眼
鏡
を
掛
け
て
真
直
ぐ
帰

り
、家
飲
み
に
徹
し
て
い
ま
す
。

休
日
も
何
所
に
も
出
か
け
ず
、

息
抜
き
と
云
え
ば
家
の
庭
を
眺

め
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

八
月
の
夏
本
番
と
な
り
、
二

ヶ
月
前
の
話
で
時
候
が
違
い
ま

す
が
、
梅
雨
に
入
っ
た
六
月
下

旬
に
バ
ラ
の
花
な
ら
ず
「
サ
ボ

テ
ン
の
花
」
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
お
も
わ
ず
「
バ
ラ
が
咲
い

た
。
バ
ラ
が
咲
い
た
。
真
っ
赤

な
バ
ラ
が
…
」
と
口
ず
さ
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
日
本

歌
謡
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ブ
ー

ム
の
先
駆
け
と
云
わ
れ
て
お

り
、
六
十
歳
代
の
組
合
員
の
皆

様
は
、
好
く
口
遊
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
サ
ボ
テ
ン
の
写
真
を
カ

ラ
ー
で
掲
載
で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
が
、
花
弁
は
黄
色
で
中

心
に
あ
る
め
し
べ
は
赤
色
で

す
。
三
年
前
か
ら
咲
き
ま
し
た

が
、
今
年
、
三
輪
（
写
真
は
二

輪
で
す
が
）
の
花
を
付
け
ま
し

た
。
く
し
く
も
東
京
五
輪
が
来

年
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
に
は
、
五
輪
の
花
が
咲

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

次
回
は
、
片
柳
委
員
で
す
。

こ
う
ご
期
待
！

こ
れ
ま
で
、港
湾
の
職
域
、

つ
ま
り
私
た
ち
の
職
場
と
は

何
か
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た

め
の
協
定
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
、
事
前
協
議

の
歴
史
に
も
触
れ
な
が
ら
解

説
し
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、

船
社
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
合

従
連
衡
）
に
関
す
る
協
定
に

進
み
ま
す
。

〈
海
運
定
期
船
事
業
の
激
変
〉

船
社
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は

一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
国
際
海
運
定

期
船
事
業
に
お
い
て
は
「
海

運
自
由
の
原
則
」
が
あ
り
つ

つ
も
、
欧
州
・
米
国
・
日
本
等

の
海
運
先
進
国
の
船
社
に
よ

る
運
賃
同
盟
と
い
う
強
固
な

カ
ル
テ
ル
が
存
在
し
た
時
代

か
ら
、
ア
ジ
ア
の
海
運
新
興

国
の
台
頭
に
よ
る
文
字
通
り

苛
烈
な「
自
由
競
争
」へ
の
市

場
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
単
独
配

船
の
時
代
か
ら
、
航
路
や
船

舶
を
共
同
し
て
運
営
し
合
う

共
同
運
航
や
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ

ー
タ
ー
（
船
腹
貸
借
）
な
ど

と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
が
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
合

従
連
衡
）
で
す
。
同
時
に
、

八
〇
年
代
半
ば
ま
で
世
界
で

活
躍
し
て
き
た
船
社
の
集
約

・
合
併
・
淘
汰
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
起
点
は
八
五
年
の

Ｕ
Ｓ
Ｌ
（
米
船
社
／
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
ラ
イ
ン
）

の
倒
産
劇
で
多
く
の
船
社
が

合
併
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
船
社
毎
の

縦
割
り
業
務
体
制
で
の
港
湾

運
送
・
港
湾
労
働
秩
序
を
維

持
し
て
い
た
港
運
は
、
大
き

な
影
響
を
被
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
Ａ
と
Ｂ
の
船
社
が

合
併
や
共
同
運
航
と
な
れ

ば
、
各
々
の
港
運
は
業
域
・

職
域
を
ど
う
確
保
す
る
の
か

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

事
前
協
議
制
度
が
決
定
的
な

役
割
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
Ａ
社
に
吸
収
さ
れ
た

Ｂ
社
の
港
運
業
務
は
ど
う
な

る
の
か
」
を
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど
ん
な
問
題
が
起

こ
る
か
想
定
で
き
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
、
前
回
ま
で
に

紹
介
し
た
通
り
、
産
別
協
定

第
九
条
一
項
で
「
雇
用
と
就

労
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
協

議
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

〈
船
社
の
航
路
再
編
・
統
合

等
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す

る
労
使
議
事
録
確
認
〉

こ
こ
に
至
る
ま
で
港
運
労

使
は
そ
の
変
化
が
あ
る
た
び

に
雇
用
と
職
域
の
確
保
に
腐

心
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
総

合
的
且
つ
集
約
的
な
確
認

が
、
次
に
掲
げ
る
二
〇
一
七

年
三
月
一
日
付
け
の
合
意
文

書
で
す
。
ま
ず
は
一
読
し
て

み
て
下
さ
い
。

一
．
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の

対
応
に
つ
い
て
、
日
港
協
と

全
国
港
湾
及
び
港
運
同
盟

は
、
次
の
協
定
を
再
確
認
し

そ
の
基
本
主
旨
を
尊
重
し
誠

実
に
履
行
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
そ
の
際
、
日
港
協
は
、

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
再
編
等

が
、
港
湾
労
働
者
に
と
っ
て

雇
用
と
職
域
に
係
る
死
活
的

な
事
項
で
あ
る
と
同
時
に
、

港
運
事
業
者
の
業
域
と
事
業

基
盤
を
も
脅
か
す
事
項
と
し

て
認
識
し
、
「
現
状
の
雇
用

と
就
労
機
会
の
確
保
、
」
に

万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

誠
意
あ
る
対
応
を
行
う
こ
と

を
表
明
し
た
。

（
一
）
産
別
協
定
第
九
条

一
項
、
＝
「
輸
送
体
制
並
び

に
荷
役
手
段
の
形
態
変
化
に

伴
い
、
港
湾
労
働
者
の
雇
用

と
就
労
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
協
議
す
る
」
、
「
産
別
労

使
協
定
で
あ
る
事
前
協
議
制

度
等
に
対
す
る
不
当
な
圧

力
、
介
入
に
対
し
て
は
反
対

す
る
」

（
二
）
産
別
協
定
五
八
条

第
五
項
―
二
―（
二
）＝
事
前

協
議
制
度
は
、
船
社
―
日
港

協
、
日
港
協
―
労
組
で
行
う

二
者
協
議
を
基
本
と
す
る
。

（
三
）
産
別
協
定
五
八
条

第
十
四
項
―
①
「
九
八
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
に
係
る
確
認
」
の

二
項
＝
当
該
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

係
る
関
係
者
は
協
力
し
て
、

最
大
限
雇
用
と
就
労
を
は
か

る
。
必
要
に
よ
り
三
者
会
談

に
努
力
す
る
。

（
四
）
産
別
協
定
五
八
条

第
十
四
項
―
②
「
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
再
編
成
に
係
る
中
央
事

前
協
議
会
労
使
議
事
録
確
認

＝
一
項
／
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の

再
編
に
つ
い
て
、
関
係
者
は

港
湾
労
働
者
の
雇
用
と
就
労

・
労
働
条
件
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
す
る
。
二
項
／
ま
た
、
港

湾
労
働
者
の
雇
用
と
就
労
の

機
会
向
上
を
図
る
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
方
策
に
つ
い
て
具
体

策
を
検
討
す
る
。

二
．
日
港
協
は
、
関
係
す

る
地
区
に
お
い
て
、
中
央
事

前
協
議
会
の
意
向
を
受
け

て
、
関
係
元
請
を
は
じ
め
港

運
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て

港
湾
労
働
者
の
雇
用
確
保
の

た
め
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と

る
よ
う
周
知
す
る
。
ま
た
、

日
港
協
は
、
本
問
題
は
「
船

社
の
事
業
展
開
の
方
針
」
に

起
因
す
る
性
格
の
問
題
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
船
社
に
対

し
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
と

す
る
。

三
．
地
区
労
使
は
、
中
央

事
前
協
議
会
か
ら
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
船
社
の
航

路
再
編
・
統
合
等
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
に
関
す
る
影
響
・
実

績
な
ど
に
つ
い
て
、
毎
月
の

中
央
事
前
協
議
会
に
報
告

し
、
中
央
・
地
区
が
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
の
再
編
に
よ
っ
て
雇

用
・
職
域
問
題
が
発
生
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
検
証
で

き
る
デ
ー
タ
を
準
備
す
る
。

本
デ
ー
タ
は
、
船
社
毎
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
毎
の
取
り
扱
い
貨

物
量
（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
／
月
）
、
就

労
人
数
（
船
内
／
沿
岸
／
検

数
／
関
連
）
な
ど
と
す
る
。

四
．
以
上
の
議
事
録
確
認

に
も
と
づ
く
船
社
の
航
路
再

編
・
統
合
等
、
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
の
再
編
等
の
対
応
に
つ
い

て
、
中
央
・
地
区
に
お
い
て

労
使
各
々
よ
り
疑
義
が
生
じ

た
場
合
は
、
各
々
誠
実
に
協

議
し
、
本
議
事
録
確
認
の
趣

旨
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

五
．
中
央
事
前
協
議
会

は
、
今
後
も
船
社
の
航
路
再

編
・
統
合
等
、
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
問
題
が
引
き
続
き
起
き
る

こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
た
め

の
情
報
収
集
や
情
報
交
換
な

ど
、
事
態
の
共
通
認
識
を
図

り
、
以
て
、
予
め
協
議
で
き

る
よ
う
措
置
す
る
。

以
上
で
す
が
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
「
船
社
の
責
任
」

を
明
確
に
し
た
こ
と
、
中
央

事
前
協
議
会
の
役
割
と
地
区

労
使
の
取
り
組
み
な
ど
を
具

体
化
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、

世
界
の
海
運
企
業
は
、
先
に

指
摘
し
た
よ
う
な「
合
理
化
」

・
「
再
編
と
統
合
」
を
繰
り

返
し
、
そ
の
結
果
、
海
運
定

期
船
市
場
は
、
三
つ
の
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
が
そ
の
八
〇
％
を

占
め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

港
湾
労
使
は
、
こ
う
し
た
船

社
の
一
方
的
な
「
合
理
化
」

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
に
立
っ
て
き
た
の
か

を
こ
の
確
認
書
で
読
み
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
次
回
は
、
こ
の
議
事
録

確
認
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

詳
し
く
読
ん
で
い
く
こ
と
で

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
対
す
る
産

別
協
定
の
重
要
性
を
再
確
認

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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